
資料No．3－4  

国内感染症報告の状況  

（平成20年10月1日から平成21年2月28日までの報告受付分）  

感染症報告についての注意事項  

1）感染症報告については、医薬品との因果関係が不明なものを含め製造販売業者等から   

報告されたものであり、個別に医薬品との関連性を評価したものではない。  

2）感染症報告については、平成20年10月1日から平成21年2月28日に報告されたもの   

である。  

3）感染症名は、用語の統一のため、ICH国際医薬用語集日本語版（MedDRA／J）に収載さ   

れている用語（PreferredTerm：基本語）で表示している。  

4）報告症例ごとに、被疑薬及び感染症名を記載している。   



国内感染症報告の状況（平成20年10月1日～平成21年2月28日）  

患
者
性
別
 
 

投与前検 査（年月）  

備考  献血者個別NAT  原疾患（簡略名）  

輸血開始15時間  
後に悪寒、シ／くリ  

ング  
BT40．90c  

患者血液培養施  
行。  
輸血一時停止。  
ステロイド点滴の  
上で輸血を再開  
すると380c台の  

発熱が再度出現  
したため輸血中  
止。  
患者血液培養よ  
りPs飢Jdomonas  
aemglnOSaを同  

定。  

非溶血性副作用関連検査実施。  
抗血炸タンパク賞抗体検査．抗  
IgA抗体弱陽性  
血緊タン／くク賢欠損検査欠損な  
し  
当該製剤のセグメントチューブ（1  
本）によるPseudomonas  
a即Uginosaに対する細菌培養試  

験を実施。  
Ps8Udomonasaomginosa検出さ  
れず。  

人赤血球濃厚液－LR  

陽性となった当該輸血用血液と同一採血番号の 製剤として1本の新甘凍結血幣－LRがあり、確保 済み。  
患者検体と献血者検体（H日∨陽性保管検体）とで  
PreS／S領域を含むP領域の前半部の1550bpの塩  
基配列を比較したところ、献血者検体で1カ所の  
塩基の混在があり、混在箇所では患者検体でそ  
の内の1塩基が存在していた。その他の箇所はす  
ぺて一致した。献血者と患者のHBウイルスは  
GonotypeCで塩基麿列からSubtypeはadrと推定  
した。  
調査結果を受けて担当医より「副作用・感染症と  
輸血血液との国異聞係ありと考える。」とのコメン  
トが得られた。  

H8sA示－）  

H8sAb（－）  

HBeAd－）  
HBeAb（一）  

HBcAb（－）  

（08／06）  

保管検体2本に  
ついて1本は  
HBV－DNA（－）、1  

本はHBV－  
DNA（＋）  

HBsAd＋）  
HBsAb（－）  

HBeAg（＋）  

HBeAb（＋）  

（08／09）  

HBV－DNA（＋） （08／09）  

陽性（輸血後）  消化器腫瘍  B型肝炎  人赤血球濃厚液－しR  

輸血開始後40分  
で悪寒、戦慄あ  
り。輸血中止。そ  
の20分後に発熱  
（38．20c）  

血圧低下ト）  

皮疹（－）  

呼吸の異常なし。  
院内にて実施の  
患者及び輸血  
ルート血液培養よ  
りAcinetob8Ct8r  
lwo代を同定。  

2008年9月8日に副作用名「悪寒」戦慄、発熱」と  
して情報入手し、担当医の重篤度判断が非重篤  
であったため報告対た外としていたが、9月柑日  

に細菌感染も疑われるので関連項目を調査して  
ほしいという追加欄朋を入手したため、感染症症  
例として報告する。   

調査儲果を受けて担当医より「副作用・感染症と  
輸血血液の因果関係なしと考える」とのコメントが  
得られた。   

非溶血性副作用関連検査実施。  
抗血渠タンパク貫抗体検査．陰性  
血紫タンパク貫欠損検査欠損な  
し  
投与中止の当該製剤（1本）によ  

る細菌培養試挨を実施、陰性。  

人赤血球濃厚液（放射線照射）－ LR  
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投与前検 査（年月）  

輸血終7時BT  
37 9℃  

輸血終了直後よ  
り一彰疹が両上肢  
に出現。  
BP165／94  

クロールトリメトン  
投与で膨疹消  
失。  
4時間半鐘BT  
38．90c   

3日後8丁380c前  
乱患者血液培  
巷、陰性。  
4日後 マキシ  
ビーム投与により  
解熱傾向。（BT  

非溶血性別作用関連検査実施。  
抗血欒タン／くク貫抗体検査：陰性  
血弊タンパク賞欠損検査：欠損な  
し  
使用済み′くッグによる細菌培養  
甜を実施．、陰性。  

人赤血球濃厚液（放射線照射ト LR  呼吸器腫瘍  細菌感染  08／09  BT 38，90c  

2日Ⅳ＝こわたり輸  

血施行。（手術開  
始日及び翌日の  
手術終了日）  

手術終7後は  
BT360c台。  

血小板製剤輸血  
開始後、徐々に  
体温上井。  
BT370c後半。以  
後370c台が続く。  
1日後、380c後半  

の発熱。  
2日後、発熱は  
408cまで。  

3日後以降は、発  
熱もごく軽度で症  
状もNO吸入で改  
善。  
患者血液培養よ  
りPs8Udornonas  
aeⅢginosaを同  
定。  

赤血球濃厚液－LR及び照射濃厚  
血小板の同一採血番号の血難（4  

本）で無菌試瞼を実施、適合。  
新鮮凍結血柴－LRの同一採血寺  
号の赤血球濃厚液－しRは医療機  
関に供給済みであり、細菌関連  
検査を実施できなかった。  

人赤血球濃厚液－しR  
新鮮凍結血策－LR  
人血小板濃厚液（放射線照射）  

2008／10／15  先天性疾患   細菌感染  

2日にわたり輸血  
開始後、副作用  
（ショック）出現。  
患者血液培養実  
施、陰性。  

投与中止の当該製剤（2本）によ  
る細菌培養試験を実施、陰性。  
非溶血性副作用舗道検査実施。  
抗血欒タン′くク質抗体検査＝陰性  

人血小破濃厚液（放射線照射）  2008／10／23  

HBsAg（＋）  

（08／09）  

H鮎～（＋）  

HBsAbト）  
HBoAd◆）  
HBl∋Ab（一）  

HBcAb（＋〉  

IgM－HBcAbト）  
（08／09）  

H8V－DNA（＋）  

HBs秘＋）  
HBsAb（－）  

HBGAb（－）  

（08ハ0）   

人赤血球濃厚液（放射線照射卜 しR  
2008／10／23  
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投与前検 査（年月）  

HBsAd－）  
HBcAb（＋）  

（08／07）  

HBV－DNA（＋）  

HBoAd＋）  
HBoAb（－）  

（08／09）  

H日sAg（＋）  

HBsAb（－）  

（08／09）  

HBV－DNA（＋）  

HBsA〆＋）  

HBsAbト）  
H8eA〆＋）  

H8¢Ab（－）  

H8cAb（－）  

IgM一日BcAb（－）  

（08／10）  

HBsAb（－）  

H8cAb（－）  

（08／06）  

HBsAd＋）  
（08／10）  

HBV－DNA（＋）  

HBeAg（＋）  

HBcAb（一）  

HB8Ab（－）  

（08／10）  

保管検体HBV－DNA（＋）の献血者には再来献血は  
ない。  
陽性となった当該輸血用血液と同一採血番号の  
製剤として1本の原料血難があり国内血策分画製  
剤業者に情報提供し、当該原料血策を廃棄。  
患者検体と献血者検体（HBV陽性保管検体）とで  
ProS／S領域を含むP領域の前半部の1550bpの塩  
基配列を比較したところ、2カ所の相違が見られた  
が、その他の箇所はすべて一致した。献血者と患  
者のHBウイルスはG帥OtyPeCで塩基配列から  
Subtyp8は8drと推定した。  

HBV－  
DNA（一）  

H8sA〆－）  

HBsAb（－）  

HBeAg（一）  

HBeAb（－）  

HBcAb（－）  

（08／03）  

HBV－DNAト）  
HBsAd－）  
HBsAb（－）  

HBcAb（一）  

（08／03）  

HBV－DNA（＋）  

HBsAd◆）  
HBsAb（－）  

HBcAb（－）  

（08／10）  

08／03 08／03－09  

H8sA〆－）  

（07／04）  

HBsAd－）  
（07／06）  

HBsAb（－）  

HBcAbト）  
（08／06）  

HCV－Ab（－）  

（07／07）  

HBV－DNA（－） （08／06）  HBV－DNA（＋） （08／10）  

2008／11／19  

輸血開始時  
BT370c  
BP73／38  
3時間後BT3750c  

約4時間後  
8T38．80c  

院内にて実施の  
患者血液培養よ  
りBacillussp．を検  

出。  

照射濃厚血小板：同一採血番号  

の血策（1本）で無菌試験を実施、  
適合。  
照射赤血球濃厚液－LR同一採  
血番号の血奨（1本）のセグメント  

チューブで細菌培養試験を実施、  
陰性  

調査緒果を受けて担当医より「副作用・感染症と  
輸血血液との因果関係は不明である。」とのコメ  
ントが得られた。   

2008／11／19  

HBsAd＋）  
HBsAbト）  
HBeAd＋）  
H80Ab（一）  

（08／1り  

H8V－DNA（＋）  

（08／11）  

H8V－DNA（＋）  
HB＄秘－）  

HBsAb（＋）  

HBcAb（－）  

（08／1り  

2008／11／25  
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投与前検 査（年月）  

非溶血性別作用関連検査実施。  
抗血策タン／くク貫抗体検査：抗α  

2一マクログロブリン抗体弱陽性。  
血渠タンパク貫欠損検査：欠損な  

し  
赤血球濃厚液－LR：同一採血寺  

号の血策で無菌試験を実施、適 合 

。 濃厚血小板：当該製剤のセグメン  
トチューブで細菌培養試験を実  
施、陰性。  

輸血終了抜針、  
悪寒戦慄あり（輸  
血前BT38，60c  
→輸血後BT  
38．30c）。   

院内にて実施の  
患者血液堵暮は  
陰性。  

人赤血球濃厚液一LR  
人血小板濃厚液（放射線照射）  

HBV－DNA（＋）  

HBsAg（＋）  

HBsAb（－）  

HB8～（＋）  

HBoAb（－）  

HBcAb（－）  

IgM－H8cAb（＋）  

（08／11）  

HBV－DNA（－）  

HBsAd－）  
HBsAb（－）  

H8cAb（－）  

（08／08）  

HBV－DNA（＋）  

HBs～（＋）  

HBsÅb（＋）  

HBcAb（－）  

（08／11）  

陰性（輸血前）  

陽性（輸血後）  

保管検体5本全  
部H8V－DNA（－）  

新鮮凍結人血簗－しR  
人赤血球濃厚液－しR  

産科（出血）  B型肝炎  

HCV－Ab（－）  

（08／07）  

HCV－Ab（－）  

（08／10）  

HCV－Ab（＋）  

（08／10）  

HCV－RNA（＋）  

2a型  

HCV－Ab（＋）  

（08／10）  

人赤血球濃厚液（放射線照射ト LR  
保管検体4本全  
部HCV－RNA（－）  

血液疾患  
産科（出血）  HCV－Ab（－） （08／03）  

C型肝炎  

HBV－ONA（－）  

（08／04）  

HBsAb（－）  

HB8A示－）  

HB8Ab（◆）  

IgM－HBcAb（＋）  

（08／10）  

人赤血球濃厚液一しR  
新鮮凍結人血策一LR  
人血小板濃厚液（放射線照射）  

保管検体11本全  
部HBV－DNA（－）  

循環器疾患  B型肝炎  

人赤血球濃厚液（放射線照射ト  

人赤血球濃厚液－LR  新鮮凍結人血柴－LR  」R   

HCV－RNA（＋）  

HCV一人b（＋）  

（08／11）  

陰性（輸血前）  

陽性（輸血後）  

保管検体30本全  
部HCV－RNA（－）  

循環器疾患  
腎・泌尿器系疾患  C型肝炎  

人血小板濃渾液（放  
HCV－RNÅ（－）  

（08／08）  

HCV－RNA（＋）  

HCV－Ab（◆）  

（08／1り  

HCV－Ab（－）  

（08／08）・  

HCV一人b（＋）  

HCV－RNA（＋）  

（08／11）  

人赤血球濃厚液（放射線照射）－ しR  
陰性（輸血後）  

陽性（輸血後）  

保管検体2本全  
部HCV－RNA（－）  腎・泌尿器系疾患  C型肝炎  

投与中止の当該製剤（1本）によ  
る細菌培暮試験を実施、陰性。  
非溶血性副作用関連検査実施。  
抗血欒タンパク箕抗体検査：抗α  
2－マクログロブリン抗体弱陽性  
血紫タン／くク箕欠損検査：欠損な  
し  

輸血開始後25分  
で38℃の発熱。  
院内にて実施の  
患者血液培養に  
よりグラム陰性揮  
菌Ent¢rOba（汁Or  

G一明鎚○を検出。  

人赤血球濃厚液（放射線照射ト LR  調査結果を受けて担当医より「細菌感染と輸血血  
液との因果関係なしと考える」とのコメントが得ら  
れた。  

肝・胆・膵腫瘍  細菌感染  

HBV－DNÅ（＋）  

HBsAd＋）  
HBsAb（－）  

HB8Å示－）  

HBeAb（＋）  

HBcÅb（＋）  

lgM－HBcAb（－）  

（08／1り  

H8sAg（－）  

HBsAb（－）  

（08／04）  

HBoAb（◆）  

HBcAb（＋）  

（08／04）  

保管検体2本全  
部HBV－DNA（－）   

人血小板濃厚液く放射線照射）  
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患
者
性
別
 
 

投与前検 査（年月）  

原疾患（簡略名）  

AST266  
ALT486  
HBsAg（一）  

HBsAb（－）  

HCV－Ab（一）  

（08／05）  

急性肝炎として点  
滴治療  

同一供血者製剤の国内血祭分画製剤製造業者  
による「血策分画製剤の製造に係る原料血紫の  
精査」において判明した献血者HEV－RNA陽性の  
情報提供に対しての症例報告。  

生殖器腫瘍  
その他の疾患（放射  
線直腸炎）  

血液疾患  

保管検体1本（全  
部）について  

HEV－RNA（＋）  
人赤血球濃厚液（放射線照射ト LR  陰性（輸血後）  急性肝炎・E型肝炎  08／04  2008／12／15  

輸血開始約1時間 後、BT3630c、  
BP180／105、  

P72、輸血中止。  
その後、輸血再  
開。  
輸血再開約1時間  
半後、BT388c  

その後、輸血終  
了。発熱あるも胸  
苦等なし。  
輸血終了約2時間  
半後、BT3了．90c、  
BPl14／62、P90  

輸血終了約4時間  
半後、P140台に  

上昇。  
輸血翌日、悪寒、  
戦慄出現。  
BT39．50c、  
BPl之4／82、  
HR140   

院内にて実施の  
患者血液培養は  
陰性。  

同一採血番号の血紫（1本）で無  
菌試験を実施、適合。  
非溶血性副作用関連検査実施。  
抗血緊タンパク貫抗体検査：陰  
性。  

時、／くイタ  

ル問題な  輸血開始   し。  人赤血球濃厚液（放射線照射卜 しR  
担当医は「輸血開始後の発熱、悪寒、ショック等  
の症状より副作用・感染症と輸血血液との因果関  
係ありと考える」とのコメント。  

2008／12／22  

同一供血者製剤の国内血渠分画製剤製造業者  
による「血奨分画製剤の製造に係る原料血欒の  
精査」において判明した献血者HEV－RNA陽性の  
情報提供に対しての症例報告。   

患者検体と献血者（HEV陽性保管検体）とのHEV  
塩基配列の相同性について調査。患者検体と献  
血者検体（HEV陽性保管桟傭）とでORFlの326塩  
基及びORF2の412塩基の2領域において塩基配  
列を比較したところ患者と献血者の塩基配列は  
すべて一致した。献血者と患者のHEウイルスは  
Genotyp83であった。   

HEV－RNA（＋）  

IgM－HEVAb（－）  

一  
（08／05）  

HEV－RNA（－）  

IgM－HEVAb（－）  

IgG－HEVAb（＋）  
（09／0り   

HEV－RNA（－）  

lgM－HEVAb（  

）  

IgGTHEVAb（－  

）  

（08／04）  

保管検体1本（全  
部）について  

HEV－RNA（＋）  
人赤血球濃厚液（放射線照射卜 」R  

陰性（輸血前）  

陽性（輸血後）  肝機能異常・E型肝 炎   
消化器腫瘍  AST59，ALT39  08／04  2008／12／24  
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輸血開始時  
BT35．80c  
8PlO2／56  
P‖用  

15分後BT36．70c  
βPlO4／60P90  

輸血開始2時間半  
後  
BT38．30c  
BP102／58P122  
その後38．5℃台を  
認め入院  
3時間後 BT  
390℃  
BP150／80P124  
翌日BT3丁．40c  
3日後BT38．2℃  
6日後BT36，7℃  

採血12日日の照射赤血球ま厚  
液－LR．同一採血番号の血欒（1  
本）で無菌試験を実施、適合。  
採血9日日の照射赤血球凛呼液  
－LR：投与中止の当該製剤（1本）  
による細菌培養薗麒を実施、陰  
性。   

非溶血性副作用関連検査実施。  
抗血欒タン／くク箕抗体検査：陰性  
血欒タンパク質欠損検査：欠損な  
し。  
抗HLA抗体検査：クラ刀抗体陽  
性、クラス刀抗体陰性  

人赤血球濃厚液（放射線照射）－ LR  
循環器疾患  
血液疾患  2008／12／26  細菌感染  

院内にて実施の  
患者血液培寺に  
てStroptococcus  
v8Stlbulaパsを検出  一考  

HBsA武一）  

HBsAbト）  
（07／03）  

HBsAd－）  
H8sAb（－）  

（07／Og）  

H8s秘－）  
HBsAb（＋）  

（08／12）  

HBcÅb（十）  

H8eAb（＋）  

（08／12）  

人赤血球濃厚液－LR  
新鮮凍結人血策－しR  2008／12／26  保管検体19本全  

部H8V－DNA（－）  
循環器疾農  B型肝炎  HBV－DNA（－）  撞性（輸血後）  

HCV－Ab（＋）  

HCV－RNA（＋）  

（09／0り  

HCV－RNA（＋）  

HCV一人b（＋）  

（09／01）  

慢性腎不全  
免疫系疾患  

保管検体3本全  
部HCV－RNA（－）  

陽性（輸血後）  

輸血開始1時間後  
BT38．80c、  
BP93／60mmHg  
輸血中止。  
保温にて悪寒鰯  
減。  
輸血中止4時間半  
後BT368℃、BP  
135／75  

投与中止の当該製剤（1本）によ  
る細菌培養試験を実施、陰性。  
非溶血性別作用関連検査実施。  
抗血策タン／〈ク質抗体検査：陰性  
血紫タン／くク質欠損検査：欠損な  
し  
抗HLA抗体検査：クラスl抗体陽  
性、クラス∬抗体陰性  

BP140／80  BT3610c  mmHg  人血小板濃厚液（放射線照射）  調査儲果を受けて担当医より「細菌感染と輸血血  
液との因果関傾なしと考える」とのコメントが得ら  
れた。   

患者血液培養は  院内にて実施の  陰性。  
HBV－DNA（＋）  

HBsAd＋〉  
HBsAb（＋）  

HBoAd－）  
HBeAb（＋）  

（09／01）  

HBcAb（＋）  

IgM－HBcAb（－）  

（09／0り  

人赤血球濃厚液（放射線照射十 LR  陽性（輸血前）  保管検体3本全  
部HBV－DNA（－）  

陰性（輸血前）  

陽性（輸血後）  

人血小板濃厚腐（放射線儲射）  保管検体17本全  
都HCV－RNA（－）  

HCV－Ab（－）  

（07／10）  

HCV－Ab（＋）  

（08／0了）  

HCV－Ab（＋）  

（08／08）  

人赤血球濃厚液（放射線照射）－  
LR  

新鮮凍結人血緊  保管検体4本会  
剖侶CV－RNA（一）  

2009／2ノ10  循環器疾虐  C型肝炎  
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投与前検 査（年月）  

輸血中  
BT3720c→  
38．40c・→3930c  

血圧は前後で変  
動なし。  
途中で輸血中  
止。  
直ちに行った採  
血、また翌日の採  
血でも異常は認  
められなかった。  
体温も翌日には  
35℃台へ下降。  

特に体調不良なく  
経過している。   

院内にて実施の  
患者血液培養よ  
りグラム陰性樟菌  
Eschor忙hbcoliを  

検出。  

投与中止の当該製剤（1本）によ  
る細菌培養甜を実施、陰性。  
非溶血性別作用朋連検査実施。  
杭血策タン′くク質抗体検査．陰性  
血欒タン／くク賞欠損検査．欠損な  
し  
抗HLA抗体．陽性。  

人赤血球濃厚液（放射線照射）－ 」R  消化器腫瘍  細菌感染  調査結果を受けて担当医より「細菌感染と輸血血  
液との因果関係なしと考える」とのコメントが得ら  
れた。  

輸血施行。（血小  
板製剤をシリンジ  
に分敬し、6mLを4  
時間で投与。）  
同日、追加で輸  
血施行。（血小板  
製剤残余よりシリ  
ンジに分取し、  
6m」を6時間で投  
与。）  
輸血終710時間  
後、気管内吸引  
から出血が見ら  
れ、急性心不全、  
肺鬱血の状態と  
なりCRPl13  
敗血症による  

その他の疾患（超低  
出生体重児）   

投与中止の当該製剤（1本）によ  
る細菌培養試験を実施、陰性。  

人血小板濃厚液（放射線照射）  調査結果を受けて担当医より「細菌感染と輸血血  
液との因果関係なしと考える。」とのコメントが得  
られた。  

細菌感染  

ショックを考え治  
療を行うも効果な  
く血圧低下。敗血  
症惟ショック、急  
性心不全にて死  
亡。  
院内にて実施の  
患者血液培養よ  
りBac‖uscer8US  

を同定。院内にて  
実施した当該製  
剤の細菌培養は  
陰性。  
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クリスマシンーM  2008／10／17  
訴訟関連。現在は販売中止。  

2008／10／17  
訴訟関連。現在は販売中止。  

フィブリノゲンHT（乾燥人フィブリ  
ノゲン）  

クリスマシンーM  

2008／10／17  

2008／10／17  

訴訟関連。現在は販売中止。  

訴訟関連。現在は販売中止。  

訴訟関連。現在は販売中止。  フィフリノゲンHT（乾燥人フィプリ ノゲン）  
2008／10／17  

フィプリノゲンHT（乾燥人フィブリ ノゲン）  
2008／10／1了  

訴訟関連。現在は販売中止。  

フィプリノゲンHT（乾燥人フィブリ ノゲン）  
2008／10／17  

2008／10／17  

2008／10／17  

2008／10／17  

2008／10／17  

2008／10／17  

訴訟関連。現在は販売中止。  

フィブリノゲンHT（乾燥人フィプリ ノゲン）  訴訟関連。現在は販売中止。  

フィブリノゲンHT（乾燥人フィブリ ノゲン）  訴訟関連。現在は販売中止。  

クリスマシンーM  
訴訟聞達。現在は販売中止。  

クリスマシンーM  

クリスマシンーM  

訴訟朋違。現在は販売中止。  

訴訟関連。現在は販売中止。  

フィプリノゲンHT（乾燥人フィプリ ノゲン）  
2008／10／17  

訴訟関連。現在は販売中止。  

フィフリノゲンHT（乾燥人フィプリ  
ノゲン）  

2008／10／17  
訴訟関連。現在は販売中止。  

訴訟聞達。現在は販売中止。  フィプリノゲンHT（乾燥人フィプリ ノゲン）  
2008／10／17  

2008／10／17  
フィブリノゲンHT（乾燥人フィブリ ノゲン）  訴訟関連。現在は販売中止。  

フィプリノゲンHT（乾燥人フィブリ ノゲン）  
2008／10／17  

2008／10／17  

2008／10／17  

訴訟関連。現在は販売中止。  

クリスマシンーM  

フィプリノゲンHT（乾燥人フィプリ  
ノゲン）  

訴訟関連。現在は販売中止。  

訴訟関連。現在は販売中止。   
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患
者
性
別
 
 

原疾患（簡略名）  

備考    訴訟関連。現在は販売中止。  フィプリノゲンHT（乾燥人フィブリ  
ノゲン）  

クリスマシンーM  

2008／10／17  

2008／10／17  
訴訟関連。現在は販売中止。  

フィブリノゲンHT（乾燥人フィブリ  
ノゲン）  

2008／10／17  
訴訟関連。現在は販売中止。  

フィプリノゲンHT（乾燥人フィブリ ノゲン）  
2008／10／17  

2008／10／17  

2008／10／17  

訴訟関連。現在は販売中止。  

クリスマシンーM  

クリスマシンーM  

訴訟関連。現在は販売中止。  

訴訟関連。現在は販売中止。  

クリスマシンーM  
訴訟関連。現在は販売中止。  

フィブリノゲンHT（乾燥人フィブリ ノゲン）  
2008／′10ノ17  

訴訟関連。現在は販売中止。  

クリスマシンーM  

クリスマシンーM  

フィプリノゲンHT（乾燥人フィブリ  
ノゲン）  

2008／10／17  

2008／10／17  

2008／10／17  

訴訟関連。現在は販売中止。  

訴訟関連。現在は販売中止。  

。現在は販売中止。  

訟関連。現在は販売中止。  

フィプリノゲンHT（乾燥人フィブリ ノゲン）  
2008／10／17  

2008／10／17  
フィプリノゲンHT（乾燥人フィプリ  
ノゲン）  

フィプリノゲンHT（乾燥人フィプリ ノゲン）  
2008／10／17  

2008／10／17  
フィプリノゲンHT（乾燥人フィブリ ノゲン）  

訴訟関連。現在は販売中止。  

フィブリノゲンHT（乾燥人フィプリ ノゲン）  
2008／10／17  

訴訟関連。現在は販売中止。  

2008／10／17  
訴訟関連。現在は販売中止。  

2008／10／17  
訴訟関連。現在は販売中止。  

2008／10／り  
訴訟関連。現在は販売中止。  

フィプリノゲンHT（乾燥人フィブリ ノゲン）  
2008／10／17  

訴訟関連。現在は販売中止。   
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患
者
性
別
 
 

投与聯I検  

査（年月）  
原疾患（簡略名）  

フィブリノゲンHT（乾燥人フィプリ ノゲン）  

訴訟関連。現在は販売中止。  2008／10／17  

フィブリノゲンHT（乾燥人フィブリ ノゲン）  

訴訟関連。現在は販売中止。  2008／10／17  

フィブリノゲンHT（乾燥人フィブリ ノゲン）  

訴訟関連。現在は販売中止。  2008／10／17  

フィブリノゲンHT（乾燥人フィブリ ノゲン）  

訴訟関連。現在は販売中止。  2008／10／17  

フィブリノゲンHT（乾燥人フィフリ ノゲン）  

訴訟関連。現在は販売中止。  2008／10／17  

訴訟関連。現在は販売中止。  クリスマシンーM  2008／10／17  

フィブリノゲンHT（乾燥人フィブリ ノゲン）  

訴訟関連。現在は販売中止。  2008／10／17  

慢性肝炎。  

発現。 現在、肝酵素値 正常範囲内。  
訴訟関連。現在は販売中止。  クリスマシンーM  2008／10／17  

フィブリノゲンHT（乾燥人フィブリ  
ノゲン）．  

訴訟関連。現在は販売中止。  2008／10／17  

慢性肝炎。  
手術の際、フィブ  
リノゲン製剤を使  
用。不明日、C型  
肝炎発現。  

フィプリノゲンHT（乾燥人フィプリ  
ノゲン）  

訴訟関連。現在は販売中止。  循環器疾患  C型肝炎  2008／10／24  

くとも198丁／11  
フィプリノゲンHT（乾操人フィフリ  
ノゲン）  

訴訟関連。現在は販売中止。  には慢性C型肝  
炎に羅患  

産科（出血）  2008／11／5  

学会抄録による、19¢8年のフィフリノゲン投与症  
例。（副1腔儀手術時に投与された製剤が自社  
製品であったがカルテがないため詳細不明であっ  
た。投与時期より非加熱のフィプリノゲンーミドリと  
考えられる。）  

後長期生存中の  
C型肝炎に合併し  

た胆管細胞癌の1  抄録より。肝移植    例  フィプリノゲンHT（乾燥人フィプリ ノゲン）  
その他の疾患  C型肝炎  2008／12／9  

学会抄掛こよる、柑86年までの非加熱フィブリノ  
ゲン製剤投与によると考えられる症例。  フィプリノゲンHT（托煉人フィブリ ノゲン）  

用された原料プールのNAT再試験結果陰性、日  
赤からの原料血幣HCV陽性血混入什報なしを確  
認。製造苫己録の点検作♯等を実施中。当該ロット  
の出荷は12．772本で、他にHCV感染が疑われる  
症例は報告されておらず、医療機朋においても原  
因を調査中。   

C型肝炎抗体陽性  呼吸器疾患  献血ヴェノグロブリンー】H  
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